
物病研究  
阪大微生  A コ＝  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

牛肉消化液  ウシの筋肉  

ズ五語テ正  
ブミン  

ヒトの血液  
該当なし（製  

造中止品 目）  

Ⅴう；確蔽絡葡 
‾ 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  N EnglJMed2008： 358  3785  が移植後4－6遇後に死亡した。他qいかなる方法でも原  
匝不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および肯  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原医であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

√「＼   

CDC／Outbreak  
NotiGe2008年2月  

‖日  

テクジグ三軍弓  
イルス感染  

2008年2月5日現在、シンガポール保健省は同園の地方  
におけるチンクグニヤ熟の可能性症例13例を報告した。  
狭い地域での症例で、最近の旅行歴のある患者がいない  
ことから、国内の故によるテクングニヤウイルスの局所的  
伝播であることが示唆される。同国への旅行者はテクン  
グニヤ熟の症状に注意し、故に刺されないよう注意すべ  
きである。   

オーストラリ  
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物病研究  
阪大微生  A ココ：  

乾燥弱毒生水痘ワクチン  
水痘抗原  

ヒト胎児肺二  
倍休細胞  

1966年に樹  

立したマス  
タセルバン  
クに使用し  
たヒトの細  
胞株  

製造工程  MRC－5  

該当なし（製  

造中止品  
目）  

乾燥圧そうっつ 痘そうワクチン  

＿ユ■ン■  

ランド、オー  

ストラリア  

ブタ：デン  

マーク  

米国  

トロンポプラ  

ステン  

抗HBs抗体  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処  
理を行ったスクレービープリオン蛋白（PrPSc）の除去能  
力を評価した。超音波処理により粒子径分布を至適化す  
るように調製した263KMFをスパイク物質として使用した  
ときは、75nmのろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ  
過のみが全ての条件でウエスタンプロット法の検出限界  
以下までPrPScが除去されることが示された。しかし、1  
条件下の15nmろ液のバイオアツセイの結果では、感染性  
PrPScが確認された。  

乾燥抗HBs人見便クロフリン  
ポリエチレングリコール処理抗HBs人免  
疫グロブリン  

Bio】ogicals2007；  

doi：10．1016／j．biologi  
ca】s，2007．04．005  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

首巨▽だ感賞亡左罰壕硬王勺海野亡定石種市砧▽ほ：亨才‾‾  

ルス除去膜PUINOVA15Nおよぴ20Nで全て検出限界以  
下にまで除去された。液状加熱実験では、PBS組成では  
加熱開始後短時間で全て検出限界以下となったが、アル  
ブミン存在下では4株とも加熱開始後5時間目でも検出さ  
れた。H［∨は熟に弱いと考えれられていたが、条件によっ  

て不活化効果が異なることから、血液製剤や加工食品に  
おいて慎重に不活化効果を検討しなければならない。   

E型肝炎  
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A型肝炎  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  

や加圧による不活化効果を検討した。25％アルブミン存在  
下棉OclO時間加熱処理または室温下300～420MPaの1  
分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活化  
効果に善が見られた。Validation試験lこ使用する株とし  
て、加熱や加圧で不活化されにくく細胞で良く増殖する  
KRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新  
規不活化法を導入する場合にはVa暮idation蓋式鹸に使用す  
る株を適切に選定する必要がある。  

道義誠二吉云亨酢暫蓬き五蔦葛葡薗亨嘗詩挿だE符号冗  
ボウイルスが存在するかを調べた。175ロットのうち28ロッ  
トがPARV4シークエンスを含み、その内2ロットにジェノタ  
イプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス1は10  
人5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤  
の大部分は1970年代及び1980年代に製造されていた。  
B19Vは175ロット中70ロットで撮性であった。  

VoxSanguini＄  
2007；93：34卜347  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

JBidChem2007： 282：35878－35886  トランスジェニックマウス（101LUを用いた感染性実験め  

結果、TSE疾患の臨床症状と脳の室胞化という徴候を示  
すがPrPS¢のレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組劇内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPSGの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  NEnglJMed2008；  
358：991－998  が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  

因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ●性脈絡髄腐炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄漉からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   
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、 遺伝子型Aまたは遺伝子型  最小感染量を求めるために   B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染i（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染iを接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97、日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎lこ進展した患者  
ではI）ンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  N EnglJMed2008；  
358：81ト817  

メルケル細胞癌（MCC）検休をdigitaLtTanSCriptome  
subtraction法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫痔10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（18％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。   

ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

SGience2008：319：  

1096－1100  

蕪‾－‾‾  オーストラリ ア  葡‾‾‾   
製造工程  

マウスモノク  

ローナル抗  
体  

イギリス  

胞のハイプリト●－  

胞と骨髄腫細  マ   
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ウシ血液  ウシ血液  

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ヘパリンナトリウム   ヘパリンナト  
リウム   米国、カナ ダ、中国  E型肝炎   屠殺場の作業員において検出されたE型肝炎感染の初症  

例を報告する。同定されたウイルスはジェノタイプ3、サブ  
タイプ3fに属していた。患者の血清から分離されたウイル  
スの部分的配列解析によって、ヨーロッパのヒト株およぴ  
ブタ株とのヌクレオチド相同性がそれぞれ83．4％－97．3％の  

範囲であることが明らかとなった。これらの所見は、ブタ  
の感染器官の取り扱いを介して職業病としてE型肝炎ウイ  
ルスに感染したことを強く示唆する。  

Hyg2007：77：893－  AmJTropMed  896  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  インフルエンザ  Emerg lnfect Dis 
2007；13：1865－  
1870  

ん／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  

Aウイルス（H3N2）が単軌された。この農場のメンバー90名  
の内54名で岡ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  

ころ、54名中9名が腸性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清騰性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

JInfect2006：52： 455－460  

2000年5月～2002年12月にタイChiangMai大学病院で成  
レンサ球菌感 染  人におけるS什eptococcus＄uis（S．suis）感染に関する後  

ろ向き研究を行った。41名の感染患者が同定され、内3名  
にブタまたはブタ肉への曝霧歴、1名に生牛肉摂食歴が  
あった。臨床症状は感染性心内膜炎、髄膜炎などで、死  
亡率は19．5％であった。分離菌は全てペニシリンに感受性  
があった。S．suis感染はタイ北部では稀ではない。早期  
発見が重要である。  

ベトナムで成人の細菌性髄膜炎疑い患者450名について  

前向き研究を行った。S．suisは最も普遍的な病因で、151  
名（33．6％）の患者で検出され、この内50名がブタまたは豚  
肉に曝露していた。死亡率は1引名中4名（2．6％）と低かった  
が、140名中93名（66．4％）で難聴が起こり、50歳より高齢看  
で重篤であった。また、92のS．suis株の内、91株がセロタ  
イプ2であった。   

レンサ球菌感 染  
CIinZnfectDis  

2008；46：659－667  
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インフルエンザ  2004年に、アイオワ州の田舎の住民803名を対象としてイ  
ンフルエンザウイルス人畜共通感染に関する2年間の前  
向き研究を行った。アイオワ大学のブタ非曝露者79名と  
比較して、ブタ曝藻者およぴその配偶者は、ブタインフル  
エンザ（HINl）ウイルスに対する抗体レベルが増加してい  
た。更に、インフルエンザ様疾患データや組換えHINlウ  
イルス分離などから、職業的ブタインフルエンザウイルス  
感染のエビデンスが示された。  

2007：13：187ト  EmerglnfectDis  1878  

至誠了軒三言「㌫忘毛石夕才ヲ柁了≡感賞Cこ’元モ［貰ス丁字玄‾  

人男性の症例報告である。患者はベトナム南部LongAn  
Province出身の57歳男性でアルコール依存歴があった。  
入院時には嗜眠状態であったが、バイタルサインは安定  
していた。24時間後に急性呼吸促迫症候群を呈し、死亡  
した。患者はブタを飼育しており、ブタの臓器を日常的に  
摂食していた。血液培養でS．suisが検出され、セロタイプ  
16であった。セロタイプ16がヒトから分離されたのは初め  
てのことである。  

レンサ球菌感 染  
EmergInfectDis  
2008；14：155－157  

ヲ再Fジ‾… HS／UF  

ウシ：米国  

ウマ：米国、  

カナダ  
ブタ：米国、  

カナダ  

米国、カナ  
ダ  

臓、  
ウマ脾臓、脛  
肉、  
ブタラード  
ウオーター  

ブタラード ウオーター  

米国、 ニュージー ランド  製造工程  

野菜面こ盲‾‾  

ナダ  
②日本、米  
国、カナダ、  
フランス  

②ストレプトコックスピオゲネス（A群3  

型）Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  
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マフ（遺伝子組換え）  中外製薬   
レノグラスチム（遺伝子組換え）  
エポエチエン ベータ（遺伝子組換え）  

トシリズマブ（遺伝子組換え）  

ハムスター  
卵巣細胞  

ブタ才シラガ  
ン  エポエテン ペ－タ（遺伝子組換え）  

DMEM／F12  

エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  ヒトトランス  

フェリン  
不明  NEnglJMed2008；  

358  
10．1056／NEJMoaO7  

3785  

が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ●性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。、レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

製造工程  

ウシ胎仔血 清  米国、オー  
ストラリア、  
ニュージー  

ランド   

カナダ  

エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  

BCG・コンノート株  乾燥BCG膜  
胱内用（コン  

ノート株）  

抗HBs人免  ヒト血液  米国   

テラジグ三草弓 イルス感染  

‾  
査読畠二亘扇蒔茄三三芽三福富モテ弓fヲじ二行C弼  
ングニヤウイルス（C川KV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝  
子の変異株（El－A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるC川KV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスへの伝摺  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でC川VKが大  
流行したのはこの変異が原因と考えられる。   

PLoS Pathogens 
2007：3：1895－1906  疫グロブリン  
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CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、威知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  

ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

エボラ出血  CDC2008年1月8日  

2007年12月に江蘇省南京で発生した52歳男性の鳥イン  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床試験Phaseuの段階にある。  

蔦才シガ仁王ジ ザ  ChinaView．  
www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシンクで解  
析することにより、リンJ＼○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原医であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

リンハ1生脈絡髄 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  NEnglJMed2008： 358  3785  

デオキシリ  

ボヌクレアー ゼⅠ  

リボヌクレ  
アーゼA  ニュージー ランド、オー ストラリア  
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日局ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  
腺刺激ホル  
下垂体性性  モン  

鳥インフルエン ザ  
12月4日、2007年12  
WHO／CSR2007年  月9日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update4）：2007  
年12月4日、中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザウイル  
スの新規のヒト感染症例を報告した。症例はJiangsu省の  
24才の男性で、12月2日に死亡した。中国での確定例は  
26例で、うち17例が死亡している。（update5）：2007年12  
月臥日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト焙染症例を  
報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同ウイ  
ルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中であ  
る。  

80074に同じ   草書諾権謀  
腺刺激ホル  
モン  

ヒト尿  中国  
蔦才三フラ了芯 ザ  WHO／CSR2007年  

12月4日、2007年12  
月9日  

テ■7［グ元首‾  有蓋葡施楳‾  

シダーゼ ア  
ルファ（遺伝  

子組換え）  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
は、  
Dr．Lawrence  

Chasin（Colu  
mbia  

University）  
より入手し  
たジヒドロ葉  

酸還元酵素  

（DHFR）欠  

損チャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  

細胞（CHO）  

細胞系であ  
る  

2008／04／柑  

2008／04／18  

トリプシン  

胎盤組織  

ブタ薩廟‾‾‾‾‾‾  
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ム・ジャパ  

ジェンザイ  ン  
抗ヒト胸腺細胞ウマ免疫  ベルギー、  

スペイン、フ  
ランス、イタ  
リア、リトア  
ニア、ポーラ  
ンド、ノル  
ウェー、デン  
マーク、ス  
ウェーデン、  
フィンラン  
ド、スロバキ  
ア、チェコ共  
和国  

製造工程  

抗ヒト胸腺  
細胞ウマ免  
疫グロブリン  

苛瓦謹言F‾ ローマ  

ヒト血液  
アメリカ  

ブルセラ症  
64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都  

内の病院に入院した。入院時の血液培養からグラム陰性  
梓菌が検出され、Brucellamelitensis2型と同定された。患  
者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取し  
たことが明らかとなった。患者の妻（60歳）が同年5月31日  
から発症し、8ruGe帖melit9n扇sが血液と関節液の培養で  
検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が  
性感染した可能性がある。  

JTravelMed2007；  

14：343－345  

細菌感染  FDAは輸血前の血小板中の細菌汚染を検出するための  
初めての迅速検査を販売承認した。VeraxBiomedic8‖nc  
製造のPlateletPanGeneraDetectjonTestSystemは病  
院の輸血部で使用するための使い捨て検査機器である。   

ABC Newsle仕er  

2007年9月21日  
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2007年3月29－30日、カナダのトロントで行われた病原体  
不活化（PI）技術に関するコンセンサス会綾の報告である。  
近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスク  
は非常に低く、PIを直ちに導入する事は推奨しない。しか  
し新興感染症のリスクは未知数であり、PIは予防手段とし  
て重要である。広範囲の病原体を不活化できる安全な方  
法が確立されれば実施すべきである。  

Transfusion2007；  

47：2338－2347  

血液安全・安定供給諮問委鼻会は、米国保健社会福祉  
省事務局に対し、安全で効果的な輸血用血液製剤の病  
原体低減技術（不活化）の早急な開発を使先して進め、  
開発され次第実施するよう勧告した。病原体低減の効果  
と安全性を示すエビデンスの蓄積は、今後蔓延する可能  
性のある感染症に対し広く適応できるセーフガードとし  
て、この技術の導入を保証するという決縫を採択した。  

感染  ABC NewsJetter  
2008年1月11日  

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペス  
トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapes厄sが6名から分離された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。  

ペスト  
2007：13：1459－  EmerglnfectDis  1462  

リカ・トリパ  
アメ ノソーマ症  

‾‾‾‾  
二砿盲百ほ吉武議；盲芯孟盲ジ亭ニニ野天許萌芽ピララジズ  

ネットワーク強化をするための資金を受けている。2007年  
9月13日時点で、反復反応性供血710件でT．Cru之iに対す  
る抗体の追加RZPA試験を行った結果、196例がRIPA牌  
性、486例が無反応で、残りの検体については結果保留と  
なっている。13の検査施設がシヤーガスネットワークに  

データを報告し、18の検査施設が報告のため同ネット  
ワークにアクセスしている。  

ABCN8WSle仕er  

2007年9月14日  

医学会大会 2007一  

年10月12－13日  

第48回 日本熱帯    12C－02  

白木におけるラテンアメリカ人の慢性シヤーガス病キャリ  
アーからの献血についての対策を検討した。カーミC液  
（CPD液）を用いてT．Cruzi感染マウス血液を4Ocにて1－21  
日間保存処理を行ったところ、マウスヘの感染性は無処  
理のものと差異は無かったが、病原性はかなり減弱する  
ことが示された。しかし、T．Cmzi虫体はほとんどの白血球  
除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システ  
ムはシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対  
策の改善が必要である。   

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
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アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  
スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、抗Tnrpanosoma¢mZi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清型  

14（Ad14）に関連した急性呼吸蕃疾患に関する報告であ  
る。Ad14は稀にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日日の乳児がAd14  
感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  

およぴテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

Clin lnfect Dis 

2008：46：e44－47  

ウイルス感染  
CDC／MMWR2007： 56（45）：1181－1柑4  

ウイルス感染  
オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリ  

バーウイルスが拡大している。通常は北部の熱帯地域で  
優勢であるが、鋸sbane南部における過去4週間の感染  
者数は、昨年（20dも年）同時期のほぼ450％である。  

Queensland保健局の発表によると、過去4週間に報告さ  
れた感染者数は93例であった。  

ProMED－  

mai120070930．3228  

テラジグ三軍ラ イルス感染  
テクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5  

つの新生児医療部門で同ウイルスの母子感染を調べる  
ため、後ろ向き記述的研究を実施した。母親は出産時に  
徴候があったか又は新生児が出生初日に発病したかを  
スクリーニングし、新生児38名を登録した。無症候の2名  
を除き、全母親が周産期（分娩4日前～1日後）に症状が  
あった。全新生児が発熱（79％）、痔痛（100％）などの症状を  
示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であった。  
高い羅患率の周産期母子伝播の可能性が初めて示され  
た。  

PediatrInfectDisJ 2007；26：81卜815  

亨グジグ三軍弓 イルス感染  
テクングニヤ熟は2005年以来、大規模な流行がインド洋  
諸島とインドから報告されているが、これまでヨーロッパ  
地域内での故による感染伝播は発生していなかった。  
2007年8月にイタリアのエミリア・ロマーニヤ州ラヴェンナ  

県衛生当局は異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨  
床・疫学調査を行った。血清学的検査およぴPCR法でテ  
クングニヤ熟と確定された。更にヒトスジシマカからもPCR  
法によりテクングニヤウイルスが確認された。2007年9月4  
日までに合計197名の患者が報告されている。   

Eurosun／e‖ance  

2007：12（9）：  

EO70906．1  
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テクングニヤウ  
イルス感染  

イダノア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性  
疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、チクングンヤウイルス（CHIKV）が原因である  
ことが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に  
205例のCHIKV感染症例を同定した。村の親戚を坊間し  
た時に発症したインド出身男性が初発症例と推定され  
た。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン  
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い  
相同性を示した。   

浜五著五豪富再帝石す才Fラガ石弓才ブC文節蔽う‾訪技官‾  

bncet2007：370：  

1840－1846  

‾  
ち才）i誘惑落  Trans札ISion2007；  

47：1972－1983  性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV  
lgG陽性を示した供血者82名の血兼検体叫％が反復的に  
CMVDNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血  
清反応陰性供血看はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応陽性  
供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  
の重要な原因と考えられる。  

ヨーロッパでの出血熱は主にP叩malaウイルス（PUUV）ま  

たはDobravaウイルス感染による。ドイツ南東部Lower  
8ava血でハンタウイルス感染患者31名について、酵素免  
疫測定法、免疫蛍光法、免疫プロット法による診断を行っ  
た。標準的検査による抗体のPUUV特異的タイピングがで  
きない症例が2、3あった。3名の患者の急性期血清から得  
たPUUVRNAをRT－PCRを用いて増幅したところ、同地域  
で捕獲したハタネズミから得たウイルス配列と非常に近  

ハンタウイルス  
2007；45：3008－  
JClin Mi¢rObio1  3014  

縁であることが明らかとなった。  

インフルエンザ  カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
2007；13：1865－  
EmergInfectDis  柑70  

A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメン／ト90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頸のうち1  

頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。   

中国におけるトリインフルエンザの状況（update5）：2∞7  

年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。   

蔦才シガ芯 ザ  
WHO／CSR2007年 12月9日  
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